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 米国では、既に小学校から高校までの約 30 万人に及ぶ児童生徒が VS で学んでいる。し
かし、一方で VS における不適切な教育の実態や、助成金の不正受給なども判明している。
また VS では、１人の教員が担当する子どもの数は多く、学力もふつうの公立学校と比べ





１  バーチャル・スクール とその評価 
(1) 期待を集めるバーチャル・スクール






づけられているから、米国の学校で言えば VS ではなく BS にあたる。ただし制度上は、日
本の通信制高校は高度なメディアを使わなくても構わない。よって、通信制高等学校のす
























・チャータースクール（以下 VCS)と呼ぶ。先の NEPC 報告（2019）によれば、VS の児童
生徒の 79％が、VCS に通っている。本項では、Mathematica Policy Research（2015)の報告
書にしたがって、その現状を明らかにする。VCS の学校長を対象とした調査である。これ
以前にも州ごとには VS の現状を示す報告が出ているが、全米の規模で VS を調査したの
は本報告が最初だという。 
 VCS は、米国内に約 200 校あって、約 20 万人の児童生徒が学んでいる。小学校から高









種としては白人が多く（公立学校全体では 49％だが、VCS では 71％）、ヒスパニック系
が少ない（同、31％に対して 12％）。なお、VCS に通う児童生徒数が多い州（2012-2013
年度）は、上からオハイオ州、ペンシルベニア州、カリフォルニア州である。 
  小学校から高校までどの段階でも、VCS の指導方法（複数回答可）としては「自学自習」
が最も多い。小学校では 55％、教員主導の「一斉指導」が 42％、「グループ学習」が 30
％、講義が 11％などとなっている。中学校では自学自習が 59％、一斉指導が 36％、グル
ープ学習が 27％である。通常の公立学校と比べて一斉指導の時間はかなり短く、週あたり
に４年生で４時間、７年生（中学校１年生に相当）や高校で３時間である。 
  ほとんどの VCS では個別指導のサービスをおこなっていると回答しているが、その時間
は限られている。週あたりの個別指導時間（メディアン）は、45 分から 60 分である。 
なお全児童生徒にコンピュータを提供している学校は、全体の 56％にとどまっている。 
（３）米国での VS の評価




  VS をめぐる数々のスキャンダル 
 まず、営利企業の VS のなかにはひどい事例もあって、しばしば社会問題になってきた。
例えば米国の最大手 VS である K12 Inc.は、生徒の卒業率が異様に低く、学力も上がらな
かった。フロリダ州の K12 Inc.では、1 人の教員あたり生徒数は、高校で 275 人にも及び、
州の VS の上限 150 人をはるかに超えていた。また、資格のない教員が教えていた疑惑も
もたれている（State Impact Florida 2012.9.17  
    https://stateimpact.npr.org/florida/tag/k12/   閲覧日 2020.5.18.）。 





出すことになった（Pogue, J. 2018) 。ECOT は登録者数の不正を巧妙におこなっていた。
裁判で敗訴した本 VS は、2018 年に閉校に追い込まれた※４。 
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 伝統的な公立学校に通うほうが、VS より 10 倍良い、というのは衝撃的な数字である。
これは、具体的には E・スクールに入学した子どもたちのうち、州当局から B 以上の評定
を受けた学校に通っていたのはたったの８％であった一方、伝統的な公立学校では 75％以
上が B 以上の学校であったことを指している。従来の伝統的な学校から VS への移行は、
決して安易になされてはならないという警鐘となっている。ラヴィッチは、VS は「本物
の学校の粗悪な代用品」であるとまで指摘しているのである。 
  CREDO による報告 
 次に、実証レベルでの VS の評価については近年、２件の大規模な研究報告がなされて
いる。まず第一に、スタンフォード大学の The Center for Research on Education Outcomes 
(CREDO) による「オンライン・チャーター・スクール研究 2015」がある。米国の 17 州
とワシントン D.C.にある VCS を対象に調査している。伝統的な公立学校と VCS とで、性
別や人種などで同等な条件にある児童生徒をマッチングして比較した※５。この結果 VCS
の子どもたちは、公立学校の子どもたちと比べて、効果サイズではリーディングで-0.10 、
算数・数学で-0.25 である。これは、リーディングでは平均 72 日、算数・数学では平均 180
日分、公立学校の子どもたちよりも学習に遅れがあることに相当する。（なお公立学校の
年間授業日数は、約 180 日）。そして、VS が公立学校を学力で上回っている事例は、ど
の州でも皆無であった。 
  NEPC による VS 調査報告 
  第２に、さらに新しい研究でも VS に不利な数字が並ぶ。コロラド大学の教育政策セン
ター（NEPC）調査報告「米国のバーチャル・スクール 2019」(Molnar, et al.2019)である。
VS および BS の実態として、2017-2018 年度で 501 校の VS と、300 校の BS がある。登
録している児童生徒数は、それぞれ 297,712 名と、132,960 名である。VS と BS とを合わ
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せて約 43 万人に及ぶ。VS における児童生徒数の年次推移は、急速な増加が続いてきた所
から、平坦な線に落ち着いてきている（図１）。減ってはいないものの、いわば「失速」
ぎみに見える。 
図１  VS への登録児童生徒数の推移 （ Molnar, A. et al. 2019, p.17) 
  VS の教員 1 人あたり児童生徒数は 44 名で、公立学校平均値の 1 人あたり 16 人と比較
すると、2.7 倍にも及んでいる。また、2016-2017 年度に４年間以内で卒業できた高校生の
比率は VS では 50.1％で、国全体の平均値である 84％と比較するとかなり低い。前年には







満たす州のオンライン学校は皆無だった(Molnar, et al.2019, p.47.)。本報告書は結論として、
VS および BS の数や、登録者の数を減らすこと、教員一人あたり生徒数を減らすことなど







  教員一人あたりの児童生徒数と学校の規模  






  営利企業が経営する VS では、１校あたり平均で 1309 名の生徒がいる。一方、利潤を追
求しない母体の経営による学校は、平均で 248 名と、規模がはるかに小さくなる（National 






















（d=0.04、d の値は通常 0.2 以上で「小さい」と判定される)。自分自身でコントロールす
る方法は、「かえって混乱をまねきかねない」（ハッティ 2018、p197）。VS の学習には
そういう混乱への懸念があるから、必要な時にサポートを得られる体制が不可欠である。
つまり、安易に教員一人あたりの児童生徒数を増やすことがあってはならない。   
（５）日本の通信制高校
 日本においても、通信制高校の数は今世紀に入って急速に伸びてきた。特に私立の通信





















 一方、通信制高校と米国の VS・BS とは比較可能だろうか。日本の通信制高校において
は、レポートなどの添削指導と併せて、スクーリング（面接指導）も行う必要がある。よ
って、米国の学校と比較するとしたら、VS ではなく BS（ブレンディッドスクール）だと



























大学となっている。在籍者数は約 22 万人※７で、今日までの学習者総数は 180 万人を超え
るという。 






















る。DM はインターネット上で簡単に設置でき、正統な VU との区別が難しい（吉田、2003）。
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小田ら（2020）は TOU 学生へのアンケート調査の結果、VU の教育では、多くの学生が「孤
独感を感じる」と回答しているという。（「いつもある」が 11.4％、「ときどきある」が
27.1％、「たまにある」が 32.9％である。）従来の大学と VU とでは、学生が過ごす環境
が根本的に異なる。日本の VU における教育の成果に対する評価は、まだこれからであろ
う。 
(3) にわか仕立て VU の挑戦
 2020 年春、全国の大学ではコロナウイルスへの感染症予防対策が必要となった。そして
８割以上の大学がにわかに、通信制大学のまねをして遠隔授業を導入した※10。期せずして、
VU の大々的な実証実験が全国で行われたとも言える。なお、先の VS と BS との区別にな
らって言えば、これらの「にわか仕立て VU」の多くは、対面授業を併せてやっているの
で、「ブレンディッド・ユニバーシティ」と言うことになる。ただ、現状ではそういう呼
び方は定着していないようである。以下では便宜上、単に VU と呼ぶ。 








































































※２ バーチャルスクール (virtual schools) サイバ－・スクール、ｅスクール、オンラ
イン・スクールなどとも呼ばれる。文献によって異なる名称が用いられており、本稿では
原則として原典の表記を優先した。直訳すると「仮想空間学校」となる。実際の建物に教
室があって生徒が集まる学校（英語では brick-and-mortar schools、れんが作りの学校) に対
する言葉。 
 なお、伝統的な対面の授業は、文字通りに face-to-face の教育と呼ばれることが多い。実







※３ チャータースクール 90 年代以降に公立学校の枠組みと離れて、教員有志や父
母、地域住民、民間企業などが学校を設立できるようになってきた。ただし、チャーター
スクール（CS)は、もし決められた学力の基準を満たすことができない場合、閉校に追い
込まれる。CS の多くは VS でもあるため、VS の評価は CS の評価ともからむ問題となって
しまっている。 




  2020.5.25.閲覧    なお、ECOT は、the Electronic Classroom of Tomorrow の略。 




学はｄの値が-.25 であることから、１年間の授業相当分、つまり 180 日分の差としている。 
 なお伝統的な公立学校（TPS)と、VS とでは人種の構成比などで差があることが知られ
ている。この CREDO の調査では、TPS では白人の比率が 49％であるのに対して、オンラ
イン・チャータースクール（VS)では 69％とかなり高くなっている。逆に、ヒスパニック
系の比率は TPS が 27％に対して、VS のほうが低く 11％である。 
※６  http://www.openuniversity.edu/  2020.5.28 閲覧
※７ https://www.futurelearn.com/partners/the-open-university 2020.5.29 閲覧 
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